
歴
史
的
な
政
権
交
代
か
ら
一
年
余
り
を
経

過
し
た
。

「
変
革
」
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

い
や
、
く
れ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
期
待
感

も
、
遠
い
昔
の
夢
幻
（
ゆ
め
ま
ぼ
ろ
し
）
の

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
困
難
を
極
め
て

い
る
。
ま
さ
に
、
「
国
難
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
外
交
問
題
で
は
、
尖
閣
諸
島
海
域

で
発
生
し
た
、
中
国
漁
船
の
海
上
保
安
庁
巡

視
艇
へ
の
体
当
た
り
事
件
に
端
を
発
し
た
、

中
国
の
主
張
す
る
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
の

問
題
が
「
国
難
」
そ
の
１
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
、
「
日
中
両
国
の
間
に
は
、
そ
の

歴
史
の
中
で
尖
閣
諸
島
領
有
権
の
問
題
な
ど

存
在
し
な
い
。
」
と
い
う
の
が
日
本
の
主
張

で
あ
り
、
日
本
人
に
よ
る
実
効
支
配
や
、
中

国
か
ら
の
人
命
救
助
に
対
す
る
感
謝
状
な
ど
、

日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る

資
料
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
な
ど

が
領
有
権
問
題
を
主
張
し
始
め
た
の
は
、
東

シ
ナ
海
大
陸
棚
の
石
油
開
発
の
動
き
が
表
面

化
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
状
態
で
あ
り

な
が
ら
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
き
れ

な
か
っ
た
政
府
に
対
し
て
、
苛
立
ち
落
胆
し

た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。
国
土

や
国
民
を
守
り
き
れ
な
く
て
何
が
政
府
だ
と

言
い
た
い
。

「
国
難
」
そ
の
２
は
、
こ
れ
ま
で
国
を
支
え

て
き
た
「
経
済
」
を
破
綻
さ
せ
て
し
ま
う
程
の

急
激
な
円
高
の
連
続
。
予
想
よ
り
早
い
時
期
の

為
替
介
入
に
よ
り
、
持
ち
直
し
た
か
に
み
え
た

円
高
も
、
今
は
再
び
高
騰
し
始
め
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
、
７
０
円
台
に
突
入
し
て
し
ま

う
ほ
ど
の
勢
い
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
何
と
か

し
な
い
と
、
菅
首
相
が
、
民
主
党
代
表
選
時
に

言
っ
て
い
た
、
「
１
に
雇
用
、
２
に
雇
用
」
な

ど
は
、
夢
の
ま
た
夢
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
国
難
」
そ
の
３
は
、
今
だ
未
解
決
の
政
権

与
党
の
「
政
治
と
金
」
の
問
題
だ
。
山
積
す
る

問
題
に
よ
り
、
ま
さ
に
国
益
を
損
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
時
に
、
政
治
家
が
、
自
ら
そ

の
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、
検
察
審
査
会
か
ら

強
制
起
訴
の
判
断
を
下
さ
れ
、
今
後
数
年
に
わ

た
り
法
の
場
で
争
う
事
と
な
っ
た
。
国
民
の
生

活
が
第
一
と
言
い
な
が
ら
、
自
ら
の
保
身
第
一

の
よ
う
に
見
え
て
仕
方
が
な
い
。
溜
息
も
出
な

い
感
覚
で
あ
る
。

私
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
「
国
難
」
を
乗
り
越

え
て
い
く
に
は
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
強
す
ぎ

る
く
ら
い
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
？

…
…
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９
月
定
例
議
会

《
病
院
事
業
管
理
者
答
弁
要
旨
》

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

小
型
化
さ
れ
た
群
馬
大
学
の
施
設
で
も
、

お
よ
そ
１
２
５
億
円
ほ
ど
か
か
る
先
進
高

度
医
療
の
重
粒
子
線
治
療
施
設
。
制
圧
で

き
な
い
が
ん
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
改
め
る
今
だ
か
ら

こ
そ
導
入
の
決
断
を
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

一

般

質

問

９
月
定
例
会
は
、
9
月
24
日
に
開
会
し
、

７
月
に
秩
父
市
内
で
墜
落
し
た
県
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
あ
ら
か
わ
１
」
の
後
継
機
購
入

に
関
す
る
限
度
額
14
億
9
千
万
円
の
債
務
負

担
行
為
の
設
定
、
7
億
７
２
５
３
万
円
の
一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
主
な
内
容
は
緊
急
雇

用
創
出
基
金
を
活
用
し
た
若
年
未
就
業
者
に

対
す
る
就
業
支
援
2
億
５
１
１
万
円
な
ど
）
、

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
知
事
提

出
11
議
案
、
都
道
府
県
議
会
議
員
研
究
交
流

大
会
（
11
月
、
東
京
都
）
へ
の
派
遣
な
ど
議

員
提
出
11
議
案
を
可
決
し
、
人
事
案
件
8
議

案
に
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

わ
が
会
派
か
ら
は
、
小
野
克
典
議

員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に
伴
っ

て
、
が
ん
患
者
に
と
っ
て
希
望
の
星
と
も
い

え
る
、
「
重
粒
子
線
治
療
設
備
の
導
入
」
に

よ
る
医
療
展
開
は
、
患
者
の
肉
体
的
負
担
や

従
来
の
放
射
線
治
療
の
副
作
用
か
ら
の
解
放

な
ど
、
多
く
の
利
点
を
持
つ
画
期
的
な
治
療

法
で
あ
る
。
専
門
性
の
高
い
最
新
の
高
度
医

療
で
あ
り
現
在
は
保
険
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

三
百
万
円
を
超
え
る
費
用
が
か
か
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
中
で
、
最
近
で
は
民
間
の
生
命

保
険
で
も
特
約
対
応
な
ど
の
手
立
て
も
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「
重
粒
子
線
治
療
設
備
の
導
入
」
に
つ
い
て
、

昨
年
か
ら
数
え
る
と
三
度

目
の
質
問
と
な
る
が
、
前

回
質
問
時
以
降
に
ど
の
よ

う
に
検
討
を
重
ね
て
い
た

だ
い
た
の
か
病
院
事
業
管

理
者
に
う
か
が
う
。

全
国
三
番
目
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
群
馬
大

学
病
院
の
重
粒
子
線
治
療
施
設
を
視
察
し
、

担
当
医
師
と
も
意
見
交
換
を
し
た
。
施
設
規

模
は
、
小
学
校
の
体
育
館
程
度
で
従
来
施
設

の
三
分
の
一
程
度
に
小
型
化
さ
れ
、
整
備
費

用
も
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
た
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
や
保
険
適
用
の
問
題
な
ど
の
課
題

も
あ
る
が
、
群
馬
大
学
の
状
況
や
保
険
適
用

に
向
け
た
国
の
動
向
に
注
視
し
、
引
き
続
き

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
重
粒
子
線
治
療

設
備
の
導
入
に
つ
い
て

熊
谷
市
で
３
７
日
間
の
猛
暑
日
を
記
録
す

る
な
ど
、
連
日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
続
い

た
こ
の
夏
。
農
産
物
へ
の
影
響
も
想
像
を
超

え
る
も
の
が
多
々
あ
る
。
例
年
な
ら
ば
ほ
と

ん
ど
が
一
等
に
区
分
さ
れ
る
県
の
推
奨
米
、

「
彩
の
か
が
や
き
」
も
白
未
熟
粒
と
な
り
、

今
年
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
規
格
外
の
評
価
し
か

得
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
予
想
だ
に
し
な

か
っ
た
高
温
障
害
に
よ
る
米
の
品
質
低
下
に

よ
り
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
甚
大
な
被
害

を
被
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
高
温
障
害
を
発
生
し

た
「
彩
の
か
が
や
き
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
生
産
農
家
の
品
種
離

れ
を
回
避
し
、
ま
た
、
大
量
の
規

格
外
の
「
彩
の
か
が
や
き
」
に
対

し
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
伺
う
。

併
せ
て
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
防
ぎ
よ
う
の
な
い

◆
猛
暑
に
よ
る
「
彩
の
か
が
や
き
」

へ
の
影
響
に
つ
い
て

８
月
半
ば
か
ら
９
月
上
旬
の
未
曽
有
の
高

温
と
降
水
量
０
の
時
期
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
稲
が
、
耐
え
う
る
限
界
を
超
え
て
高
温
障

害
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
県
と
し
て
は
、

高
温
に
対
応
し
た
技
術
対
策
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
県

が
先
頭
に
立
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体

や
県
内
企
業
、
多
く
の
県
民
の
方
々
に
広
く

協
力
を
呼
び
か
け
、
販
売
促
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
農
家
の
収
入
減
に
対

し
て
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
一
生
懸
命
に
検

討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
農
林
部
長
答
弁
要
旨
》

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

県
の
推
奨
米
「
彩
の
か
が
や
き
」
、
鴻

巣
で
も
か
な
り
の
作
付
面
積
が
あ
る
。
農

家
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
、
ほ
と
ん
ど
が
規
格
外
だ
そ
う
だ
。

質
問
に
あ
る
通
り
、
今
回
の
被
害
は
、
ま

さ
し
く
自
然
災
害
で
あ
り
予
測
不
可
能
な

も
の
だ
っ
た
。
県
や
関
係
機
関
の
特
段
の

配
慮
に
よ
り
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

自
然
災
害
で
あ
る
今
回
の
高
温
障
害
に
対
し

て
、
品
質
低
下
に
適
用
さ
れ
る
共
済
な
ど
の

補
償
を
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

10/20 鴻巣市は県へ「彩のかがやき」の被害対策への
要望をしました。

4月7日原口市長上田知事表敬訪問同行



「旧
川
里
町
に
係
る
埼
玉
県
議
会
議

員
の
選
挙
区
割
り
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願
」に
つ
い
て

９
月
21
日
に
表
題
の
「
請
願
」
が
旧
川
里

町
の
「
選
挙
区
割
り
推
進
委
員
会
」(

代
表

野
呂
鉄
春
氏)

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
県
議
会
議

長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
請
願
に
は
、

旧
川
里
町
の
有
権
者
の
47
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
の
３
２
３
５
人
分
の
署
名
も
添
え

ら
れ
て
お
り
、
分
断
選
挙
区
解
消
へ
の
地
区

住
民
の
期
待
は
大
変
大
き
い
。

10
月
８
日

の
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
自
民
・
民
主
の

不
採
択
の
主
張
に
対
し
て
、
わ
が
会
派
の
小

野
克
典
県
議
と
公
明
党
県
議
が
採
択
を
主
張

し
た
が
、
多
数
決
に
よ
り
不
採
択
の
結
論
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
こ

の
決
定
に
対
し
て
私(

中

屋
敷)

と
、
公
明
党
、
共

産
党
か
ら
反
対
討
論
が

あ
っ
た
が
、
請
願
は
委

員
会
判
断
同
様
不
採
択

で
あ
っ
た
。
請
願
に
よ

る
民
意
を
顧
み
よ
う
と

し
な
い
県
議
会
。
次
の

山
は
12
月
議
会
だ
。

埼
玉
県
議
会

防
衛
議
員
連
盟

自
衛
隊
小
松
基
地
視
察

議
会
議
案
調
査
日
の
９
月
27
日
、
防
衛
施

策
の
視
察
に
石
川
県
の
小
松
基
地
を
訪
れ
た
。

自
衛
隊
機
の
通
常
フ
ラ
イ
ト
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
Ｃ
１
輸
送
機
で
入
間
基
地
か
ら

約
40
分
で
小
松
基
地
へ
と
到
着
し
た
。
午
前

中
は
座
学
に
て
小
松
基
地
鶴
田
司
令
よ
り
、

航
空
自
衛
隊
の
概
況
や
小
松
基
地
の
役
割
な

ど
の
講
和
を
い
た
だ
い
た
。
現
在
で
も
、
小

松
基
地
で
は
対
領
空
侵
犯
の
恐
れ
に
よ
る
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
が
年
間
３
０
０
回
ほ
ど
あ

る
そ
う
だ
。
昼
食
後
は
施
設
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
小
松
基
地
の
航
空
シ
ョ
ー

直
前
と
い
う
こ
と
で
F
15
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に

座
る
こ
と
が
で
き

感
激
し
た
。
国
土

防
衛
の
た
め
に
日
々

厳
し
い
訓
練
を
繰

り
返
す
自
衛
隊
。

隊
員
各
位
に
、
感

謝
と
敬
意
を
感
じ

た
視
察
だ
っ
た
。

編
集
後
記

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
、
本
当
に

暑
く
辛
い
夏
が
や
っ
と
過
ぎ
た
。
と
思
っ

た
ら
、
今
日
10
月
27
日
は
、
真
冬
を

思
わ
せ
る
寒
さ
、
全
く
今
年
の
気
象

は
異
常
で
す
ね
。
世
界
的
に
も
そ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

県
で
も
「
彩
の
か
が
や
き
」
を
始
め
と

す
る
農
産
物
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
ほ
ど
の
規
模
に
な
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
。
食
料
自
給
率
が
40
％
程
の

我
が
国
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
一
大
事

で
す
。

地
球
が
怒
っ
て
い
る
の
か
な
？

慎
一

24日 議員政策研修会 県議会議事堂

テーマ：「県内経済の動向と今後の中国市場開拓戦略」

講師：愛知淑徳大学教授 真田幸光先生（所沢市在住）

26日 雷電町町内会敬老会 雷電町内会館

26日 みどりと川の再生埼玉ﾌｫｰﾗﾑin嵐山 嵐山渓谷ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ場

26日 びっくりひな祭り実行委員会 鴻巣市役所1001会議室

27日 埼玉県議会防衛議員連盟視察 ★視察レポート掲載

28日 上田政治塾運営委員会 知事室

30日 防犯のまちづくり推進議員連盟総会 県議会議事堂

1日 上海ビジネスサポートセンター開設に伴う上海訪問説明会

1日 埼玉県議会議員野球クラブ準優勝祝勝会 浦和ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞ

2日 北朝鮮による拉致問題を考える埼玉県民の集い 埼玉会館

3日 こうのす商人フェスティバル2010＆ビッグフリマ

鴻巣市役所駐車場

7日 鴻巣市体育協会役員会

8日 総務県民生活委員会 県議会議事堂

8日 請願審査日

9日 教育者ネットワーク埼玉教育講座

さいたま市民会館うらわ

演題：不登校について

講師：金子 保先生（さいたま市教育相談所長）

11日 鴻巣市民体育祭 鴻巣市立陸上競技場

1日～２日 総務県民生活委員会視察

視察先：神奈川県庁 NTTドコモR&Dセンター

4日 鴻巣市Ｐ連・融和とふれあいソフトボール大会

吹上総合荒川総合運動公園多目的グラウンド

4日 埼玉県消防操法大会出場解団式 ホテルガーデンパレス

5日 滝馬室氷川神社秋季例大祭

5日 (社)鴻巣北本青年会議所創立35周年記念事業

CANNDLE-NIGHT in 鴻巣せせらぎ公園

9日 東北線・高崎線の輸送力増強及び東京駅乗り入れ

早期実現促進議員連盟現地視察

11日 県北都市対抗テニス大会代表者会議 鴻巣市立総合体育館

12日 第29回市民硬式テニス大会 上谷総合公園

13日 請願受付相談 中屋敷事務所

14日 鎌塚八幡神社巫女の舞

15日 鴻巣市体育協会役員会 鴻巣市役所第二庁舎

17日 無所属刷新の会団会議 県議会議事堂控室

18日 大野神社秋季例大祭

18日 満足度推進クラブ大懇親会 クレアこうのす

19日 田間宮地区敬老会 ふれあいセンター

19日 太鼓inクレアこうのす第4回関東大会 クレアこうのす

21日 川里地区選挙区割りに関する請願提出同行 県議会議事堂

24日 9月定例県議会開会 県議会議事堂

9月活動報告
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☆県議会へのご意見、ご要望
承っております。

11日 「市民とともに成年後見を学ぶ会」主催 熊谷会館

「講談で語る成年後見制度」講談師 神田織音さん

13日 緊急経済対策特別委員会 県議会議事堂

13日 日本会議議連「「日韓併合100年」首相談話の問題点と課題」

15日 9月定例県議会閉会

15日 宮本・本一・雷電地区商工会総会

16日 交通安全功労・優良運転者表彰式 クレアこうのす小ホール

17日 鴻神社例大祭

17日 鴻巣おおとり祭り

18日 埼玉県国土利用計画審議会 浦和ロイヤルパインズ

19日 鴻巣市戦没者追悼式 クレアこうのす大ホール

20日 鴻巣市「彩のかがやき」被害対策要望活動同行 埼玉県庁

20日 県央地域防犯のまちづくり街頭キャンペーン 鴻巣駅

22日 埼玉県中央民踊連合会第19回秋季民踊発表会 上尾市民体育館

22日 鴻巣北本青年会議所35周年記念式典 北本市文化センター

22日 埼玉県職員吹上会定例総会 魚七

23日 埼玉県防犯キャンペーン 道の駅いちごの里よしみ

24日 コスモスフェスティバル コスモスアリーナふきあげ周辺

24日 田間宮生涯学習センターまつり

24日 FIFA Uー17女子ワールドカップ2010準優勝

加藤千佳選手 祝賀会 クレアこうのす大会議室

26日 無所属刷新の会 23年度予算要望提出

27日 鴻巣市商工会女性部臨時総会 鴻巣市商工会館

29日 びっくりひな祭りひな壇 ものつくり大学へ展示

30日 埼玉県議会議員なかやしき慎一県政報告会 クレアこうのす

10月活動報告

活動報告は、抜粋させていただいてます！

東松山・鴻巣線の鴻中陸橋

西交差点(マツモトキヨシ前)、

荒川左岸線側に右折矢印信

号を設置。11月～点灯

9/19 田間宮地区敬老会9/14 鎌塚八幡神社巫女の舞

9/26 みどりと川の再生埼玉
フォーラムｉｎ嵐山

地元問題（鴻巣市）

●子宮頸がん予防ワクチン接種に対する県費助成の実施
●河川事業 元荒川親水事業の促進

●主要地方道鴻巣・川島線の整備促進
●主要地方道鴻巣・羽生線の歩道整備事業の推進と国道17
号宮地交差点の右折帯の整備促進
●主要地方道行田・蓮田線の特定交通安全施設等整備事業
の推進

●主要地方道さいたま・鴻巣線の歩道整備の早期完成
●乳幼児医療費補助額の所得制限の廃止
●幼稚園就園奨励費補助の県費補助の導入

救難ヘリコプターの前で

無所属刷新の会は、平成23年度予算編成で知事に
県政要望書を提出しました。

●行財政改革
●総務関係

●警察・危機管理防災関係
●産業労働関係

●農業関係
●環境関係
●都市整備関係

●県土整備関係
●教育関係

●福祉・保健・医療関係
●ＮＰＯ活動関係

平成22年10月26日
各市町村問題を含め197項目
の要望をしました。

10/2デビュー鴻巣市イメージ
キャラクター「ひなちゃん」

要望を頂いていた、鴻巣川

島線踏切西側を通過する箕

田小学校通学路部分に、年
度末迄に手押し信号を設置。

10/23 防犯のまちづくり
キャンペーン

10/17鴻巣おおとり祭り


